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機械工業の発展を願って
スズキ財団は、日本の社会の発展に貢献してきた機械工業の飛躍のため、科学技術に関する研究に従事する
全国の大学、大学院、高等専門学校及び、公的研究機関の研究者を支援しています。
 設　　立 スズキ株式会社創立60周年を記念して、1980年3月に設立されました。
 活動実績 これまでの43年間で、全国の研究者の皆様や海外からの研究留学者に累計2,037件、総額
 25億7,767万円の研究助成を実施しました。
 また、スズキ財団創立40周年を記念して創設した顕彰事業「やらまいか大賞」と「やらまいか

特別賞」は、2023年2月に第3回授賞式を行いました。
 総 資 産  97億8,908万円（2022年3月末）

青少年の健全育成を目指して
スズキ教育文化財団は、静岡県内の高校生や静岡県出身の大学生に対する返済不要の奨学金給付や特別
支援学校で学ぶ子どもたちが使用する物品の寄贈、外国人学校で学ぶ児童・生徒への支援を行っています。
 設　　立 スズキ株式会社創立80周年を記念して、2000年10月に設立されました。　
 活動実績 これまでの23年間で、577名に、総額4億4,182万円の奨学金を、特別支援学校に
 総額9,028万円の物品をお届けすることができました。
 総 資 産  41億5,484万円（2022年3月末）

社会福祉の向上・スポーツの普及振興に貢献します
鈴木道雄記念財団は、社会福祉法人への福祉車両等の寄贈、児童・青少年に対するスポーツの普及・
振興事業への助成を行っています。
 設　　立 スズキ株式会社の創業者鈴木道雄の遺徳を偲び、鈴木家が同社株式25万株を寄付して
 2018年1月に設立されました。
 活動実績 これまで、静岡県内の社会福祉法人28団体に福祉車両を寄贈したほか、スポーツ指導者の育成や
 児童・青少年がスポーツにかかわる機会の創出を行う団体に1,657万円の助成を行いました。
 総 資 産  11億6,782万円（2022年9月末）

静岡県西部にはこの地域の方言で、「とにかくやってみよう」「やろうじゃないか」という意味の
「やらまいか」という言葉があります。
これは、遠州人の「あれこれ考え悩むより、まず行動しよう」という進取の精神を表すものと言われ、
チャレンジ精神を大切にする風土を育んでいます。
これを合言葉に、自動車産業や楽器産業、オートバイ等々世界を代表する企業を輩出してきました。
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「スズキ株式会社  常務役員 後藤 賢一  ごあいさつ」
「新たな100年に向かって」 スズキの新技術への取り組み（その10）

〈TOPICS〉スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します

業務紹介 「SIC（スズキイノベーションセンター）のメンバーたち」
技術レポート 「デュアルカメラブレーキサポ－ト（DCBS）の机上評価技術の開発」

岸本 喜久雄 先生 インタビュー  「社会の変化を敏に捉え、将来像を描き、実行性のある提言を行う」
研究室訪問 「菅沼 直樹 金沢大学  高度モビリティ研究所  教授  博士（工学）」

［事業報告］ 2022年度贈呈式／スズキ財団2023年度の公募について
［事業報告］ 2022年度 科学技術研究助成の実績

スズキ財団ニュース
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スズキの新技術への取り組み（その10）

新たな100年に向かって
スズキは、カーボンニュートラル実現に向けて、車両の
部品に使用される材料についても、環境に配慮したもの
づくりに取り組んでいます。
今回は、植物由来の原料を用いた樹脂材料の開発、およ
び採用事例について紹介します。

スズキは、2000 年代に材料着色（以下、材着）樹脂と
して、ポリプロピレン（PP）やアクリロニトリル・エチレン
プロピレンゴム・スチレン共重合体樹脂（AES樹脂）、アク
リル樹脂（PMMA）を開発して、スクータ、セニアカーおよ
び、四輪車の内外装に使用してきました。

2010 年代に入り、材着樹脂をより多くの樹脂部品に
使うために、下記性能を満足する新たな材料の開発を始
めました。

① 耐傷付き性の向上
② 透明性の向上
③ 光沢の向上
④ 耐熱性の向上
⑤ 耐光性の向上

一般的なポリカーボネート樹脂（以下、PC）は、耐傷付
き性や耐光性に課題があるため、各種の新しい材料を
検討した結果、性能を満足する材着樹脂として、現在の
三菱ケミカル株式会社（以下、三菱ケミカル）のバイオPC

「デュラビオ®」に行きつきました（図1）。
石油由来のビスフェノール Aを原料とする一般的な

PCに対して、バイオPCは植物由来のイソソルバイド（イ
ソソルビト）が主原料で、高い透明性や耐傷付き性、耐
候性が特長です。このため、バイオPCはガラスの代替
材料として開発されました。スズキと三菱ケミカルは、
この樹脂を射出成形可能な材着用樹脂として開発しま
した。

そして、2013年に発売を開始した初代ハスラーの内装
カラーパネルにこのバイオＰＣを使用し、色も豊富にライン
アップしました（図２）。

スズキ株式会社の部品本部の仕事は、四輪車・二輪車・船外機などの当社の製品の整

備修理に必要な補修部品や、新車購入時に装着する用品を調達供給することが主な

業務です。整備工場のメカニックが、必要な部品を必要なときに確実に手に入るように

すること。これが私たちの提供する価値です。

ネットの普及と少子高齢化が進む先進国では、物流業界で慢性的な人手不足が課題

となっており、業務の自動化が進んでいます。「ひと」が「もの」を取りに行く時代から「もの」

が「ひと」の前に現れる時代に変化しています。物流大手のAmazon社※では、「プロテ

ウス」のように完全自律搬送型のロボットも登場しています。遅ればせながら、私たちも

ロボットの活用に向けて関係部門やパートナー企業と取り組んでいるところです。

科学技術は、社会課題解決のために、なくてはならないものです。新しい技術の

登場で、私たちの見る世界が変わってきます。生活のあり方も変化していきます。ただ、

一方でリスクもあります。私たちが日々手にするスマートフォンは、クリック一つで欲しい

情報が表示される便利な道具ですが、ネット上に広がる陰謀論など表示される情報は

玉石混交です。受け手の判断ひとつでその後の行動が変わってしまいます。その差

は、常に紙一重であり、知見、能力だけでなく、最終的には、人としてのあり方、特に倫理

感が問われてくると思います。製造業に従事する者として、技術を通し、人々や社会を

善き方向に誘う努力を惜しまないことが重要だと思います。

これから社会は、より高度で複雑化する技術、多様化する価値観という未知と向き

合っていくことになります。お客様にとって価値ある製品・サービスを提供し続けるため

には、世のため人のために未知へのチャレンジを続け、一つ上のレベルを目指して自ら

を高めていくことが勝負の分かれ目になるのではと思います。より善き世界のために、

技術者の皆さんには、その土俵で八面六臂の活躍を期待しております。�※Amazon.com,Inc.
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部品本部　本部長

高輝度・高光沢な材料の開発

図２　初代ハスラーの内装カラーパネル

図１　バイオPCデュラビオ®の材料写真
（引用：三菱ケミカルHP）
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新たな100年に向かって� スズキの新技術への取り組み（その10）

高い光沢を有するバイオPCを使用することで、自動
車の内装に鮮やかな色の材着部品を使えるようになりま
した。その後、乗車人員の保護に関わる法規改正（UN-
R21）があり、国内向け新型車両は2018年から、すでに
生産している車両も2020年から適用されることになり
ました。

この法規改正にあわせて、耐衝撃性をさらに向上する
開発を行いました。同時にバイオPCの特長である高い
透明性を維持することも検討しました。

その方法は、バイオPCと光の屈折率が近く、バイオ
PCの透明性を維持できる特殊ゴムを選定し、樹脂中に
添加することでした。

この方法で作製した材料は、既存のバイオPCに対し
て7倍の耐衝撃性を有する上、高い透明性も維持してい
ました。この取り組みによって目標とした耐衝撃性能を
満足し、法規改正に対応することができました（図３）。

また、高い透明性により、奥行き感や着色剤の色味を
損なうことなく発色する意匠性を有し、高鮮鋭なピアノブ
ラックと呼ばれる漆黒の材着部品を開発することができ
ました。

この材着部品は2017年に発売を開始したクロスビー
やスイフトの内装部品に使われています（図４・５）。

スズキは、バイオPCを用いた部品を光沢感のある見
た目の良さと環境への配慮を兼ね備えた内装部品とし
て、2017 年発売のスペーシア（図７）、2018 年発売の
ジムニー・ジムニーシエラ（図８）、2020 年発売の2 代目
ハスラー（図９）などにも使用しました。

植物由来の原料からできたバイオPCは、将来に枯
渇が予測されている資源である石油の消費量を削減で
きます。また、原料となる植物は光合成により大気中の
CO₂を取り込むため、これを利用すればカーボンニュー
トラルに貢献します。

加えて、材着部品は塗装が不要なため、塗装工程の省
略によるCO₂ 排出量が削減できます。さらに、塗装品に
比べて車室内に排出される揮発性有機化合物（VOC, 
Volatile Organic Compound）も低減できます（図６）。

こうしたバイオPCを用いた四輪車の内装部品に対
して、その新規性や将来性、社会的効果が評価されて、
2017年に科学技術の進歩と産業の発展に貢献した技術
に贈られる第49回市村産業賞の貢献賞を受賞しました。

内装部品につづき、外装部品についても材料の発色
性の高さを活かした部品の開発を進めました。外装部品
は内装とは異なる下記の性能が求められます。

① 直射日光や雨風にさらされても変色しない耐候性
② 洗車機で洗浄しても傷が付かない耐摩耗性
③  日常の手入れで付着する可能性のあるケミカル製品

に対する耐薬品性
④ ミリ波レーダーを透過する誘電特性

上記性能確認のうち、耐候性については、市場での長
期使用を想定して、試験機の中で強い紫外線や熱、水分
による負担を長時間かける耐候性試験を行いました（図
１０）。その結果、試験前と比較して、色や光沢の変化や
変形がなく、十分な耐久性を有することを確認しました

（図１１）。その他にも、洗車機を用いた耐摩耗性、耐薬
品性、レーダー透過性、実走耐久試験などをおこない、
外装部品に使用可能なことを確認しました。

そして、2021 年にハンガリー工場で生産を開始して、
ヨーロッパなどで販売しているSX4 Sクロスのフロント
グリルに使われています（図１２）。

耐衝撃性の改良 バイオPC部品の車種展開

バイオPCの環境効果

外装部品への展開

まとめ  
今回紹介した材着技術を、2色成形やヒート＆クール

成形、シーケンシャル成形などの製造技術と組み合わせ
ることで、さらに大きなサイズや複雑な形状の部品にも
対応できるように開発に取り組みます。

これからも、環境の負荷が小さい樹脂材料の使用拡大
を通じて、カーボンニュートラルに貢献する材料開発を進
めていきます。

既存バイオPC 高発色耐衝撃性バイオPC

耐
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図１０　耐候性確認用の試験機

図７　スペーシアの内装インパネガーニッシュ
（インパネ中段のアイボリー色の部品）

図１２　SX4 Sクロスの外装フロントグリル
（Sマーク下側のピアノブラック色の部品）

図９　２代目ハスラーの内装インパネガーニッシュ（オレンジ色の部品）

図４　クロスビーの内装カラーパネル（アイボリー色の部品）

図５　スイフトのオーディオガーニッシュ

図３　耐衝撃性確認試験

図6　部品から発生する揮発性有機化合物の比較

図８　ジムニー/ジムニーシエラのメータークラスター（右図の部品）

図１１
耐候性確認用の試験品

（左：試験前、右：試験後）
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スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します。

スズキは、世界のさまざまな国や地域において、そこで暮らすお客様の生活を豊かにする商品・サービスを提供
しています。今回は、四輪車事業を開始して昨年40周年を迎えたインドと、同じく昨年に四輪車生産を開始して
30周年となるハンガリーについて紹介します。

2022 年 8月、インド西部のグジャラート州ガンデ
ィナガルにおいて、スズキのインド事業 40 周年記
念式典が行われました。同式典にあわせて、グジャ
ラート州に建設予定の電気自動車（BEV）向け車
載用電池工場とインド北部のハリヤナ州カルコダ
に建設予定の四輪新工場の定礎式も行われまし
た。式典にはインドのモディ首相をはじめ、インド・
スズキ双方から多数の要人・関係者が出席しました

（図１）。
スズキのインド子会社マルチ・スズキ・インディア社

が、初めての四輪車マルチ800を生産開始したのが
1983年。以来、マルチ800の後継車アルト（図２）
やワゴン車、3 列シートの多目的車、SUVなどお客
様のニーズに合わせたさまざまな車種を生産・販売
し、アフリカなど多くの国・地域にも輸出しています。

スズキが四輪車事業を開始してからこの40 年の
あいだに、インドの社会・経済は大きく変化しました。
人口は約 2 倍に増え、経済規模も大きく拡大しまし
た。都市部では高層アパートやオフィスが立ち並
び、インターネットの普及により、世界中の情報がリ
アルタイムに入手でき、電子決済も身近になってい
ます（図３）。

一方で、経済の急速な発展に伴う環境問題や地
方におけるインフラ整備など、持続的な成長のため
に解決すべき課題があります（図４）。

スズキは、これからも「やらまいか精神」で、環境に
も配慮した多様なモビリティ商品・サービスの提供を
通じて、持続可能な社会の実現に貢献していきます。
また、インドの大学やスタートアップ企業との関係構
築や人的交流の強化など、多様な技術系人材が
成長できる環境づくりにも取り組んでいきます。

スズキは、ヨーロッパ大陸のほぼ中央に位置するハンガリーに、子
会社マジャールスズキ社を1991 年に設立し、翌 1992 年に四輪乗
用車の生産を開始しました。

当時のハンガリーは、東西冷戦が終結し民主共和制に移行して間
もないころでしたが、ヨーロッパにおける新しい市場の開拓のため、事
業に着手しました（図５）。

1992 年 10月、完成した工場で生産を開始したスイフト（日本名カ
ルタス）は、同国で生産する初めての乗用車となり、お客様からご好
評をいただきました（図６）。

その後、ハンガリー経済は順調に成長をつづけ、それにともなって、
マジャールスズキ社の生産、販売も拡大し、昨年には生産開始から
30 年を迎えました。

ハンガリー工場で生産されたスズキ車は、ハンガリー
の皆さんに「私たちの車」と呼ばれています。そして、
ＥＵ（2004年にハンガリー加盟）などのヨーロッパ
諸国に加えて、中南米などさまざまな国や地域に輸
出しています。

車種についても、スイフトやＳＸ４、スプラッシュな
ど、お客様が求めていることを形にした商品を生産
し、2020年に累計生産台数350万台を達成しま
した（図７）。現在はＳＸ４ Ｓクロスとビターラ（日本
名 エスクード）を生産しています。両車ともにハイブ
リッドシステムを搭載し、環境に優しい車づくりに取り
組んでいます（図８）。

2020年3月には、自動車産業を通じて同国の経
済発展に貢献したことにより、鈴木修相談役がハンガ
リー政府より「大十字功労勲章」を受章しました。勲
章の授与式は、新型コロナウィルス感染拡大により延
期されていましたが、2022年6月にハンガリーの大統
領官邸においてノヴァーク大統領、オルバン首相列席
のもと執り行われました（図９）。なお、鈴木修相談役
はインド、パキスタンからも勲章を受章しています。

昨年、40周年を迎えた
スズキのインド事業

四輪車生産を開始して、
昨年で30周年となる
ハンガリーのマジャールスズキ社

ハンガリーから、さまざまな
国や地域のお客様に向けた
商品の生産

ダイナミックな成長と
変化を続けるインド

図１  スズキのインド事業40周年記念式典で握手を交わすインドの
モディ首相（左）、スズキの鈴木相談役（中央）、鈴木社長（右）  

（画像提供：Press Information Bureau, Government of India）

図2  左： マルチ・スズキ社初の四輪車マルチ800
 右： マルチ800の後継車アルト（現行モデル）

図5  ハンガリーの四輪車事業に調印する  
スズキの鈴木修社長（当時、写真中央）

図6  マジャールスズキで初めて生産を  
開始したスイフト（日本名 カルタス）

図7 2020年7月に累計生産350万台を達成したハンガリー工場

図3  左： デリー南西に位置するグルガオンの高層アパート
 右： 露店でも利用可能な電子決済（南部バンガロール）

図4  左： 霧とスモッグで視界が曇るグルガオンの冬の朝
 右： 地方に多い未舗装の道路（バンガロール郊外）

図9  ノヴァーク大統領（左）、オルバン首相（右）それぞれと  
握手する鈴木修相談役（2022年6月）

図８　
現在のハンガリー工場の
生産車種
左： ＳＸ４ Ｓクロス
右： ビターラ
　 （日本名 エスクード）



業務紹介

SICのリーダーです。SICは、新規事業の発掘、カーボンニュートラルに
向けた取り組み、農村地域開拓、サプライチェーン調査、人材交流など、
さまざまな業務を行っています。詳しくは、sic.iith.ac.inで検索ください。
みなさんの参加を待っています！ メールもお待ちしています！
jindal_n@suzukirndindia.com

SICは、農村地域のイノ
ベーション、農業分野やモ
ビリティを越えた事業の発
掘に取り組んでいます。そ
のために、私は産業界や
学術・研究機関だけでな
く、スタートアップとの協業
で、更なるイノベーションを
起こせないか、日々取り組
んでいます。毎日が新しい
発見の連続です！
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SIC（スズキイノベーション センター）のメンバーたち
Suzuki Innovation Centre（ 以下、SIC）
は、インドと日本の大学、企業、スタートアップ
間で、新しいつながりや革新をもたらすための
オープンプラットフォームを提供します。
今回、SICでさまざまな活動に携わるみなさんを
ご紹介します。

インドや中東・アフリカの農村地域に住んでいる起業家の開拓・育成を行っています。そこ
で暮らす人たちに、最新の技術や製品、サービスに触れてもらい、暮らしを豊かにしていき
たいと考えています。農村地域の開拓は奥が深く、ついつい熱が入ってしまいます。

昨年にインドの大学生・教授に来
日してもらい、日本の文化や歴史、
スズキについて知ってもらうツアーを開催
しました。今年はインドへのツアーも予定
しています。教科書で学んだインドとは
全然違います！ ぜひ現場に足を運んで
体感してください！ 詳細はわたくしまで！
yokoiminori@suzukirndindia.com

スズキと新しく交 流 関 係を築いた
インド経営大学院のアーメダバード校

（IIMA）とコジコーデ校（IIMK）との
プロジェクトを行っています。プロジェ
クトメンバーの教授や学生から、さま
ざまなことを学ぶことができて、刺激
的な日々です！

世界の炭素排出量が増加
する中、脱炭素社会実現の
ために企業やスタートアップ
などがどのような活動を行っ
ているかを調査し、優れた取
り組みについてスズキと情
報共有しています。日本と
世界の動きや企業の取り組
みを学ぶことは、私にとって
貴重な経験
です。

昨年、インドの大学生・教授を日本に招待して行った研修プログラム

インドにおける技術面での協業や事業開発に向けた取り組み

インド経営大学院での学生との交流イベント（田浦担当は右から2人目）

日本に関心を持つインドの人との交流セッション

インドの農村地域で
実施した現地の人々への

聞き取り調査

日印の産学官連携の業務全般　V
ビプル

ipul J
ジンダル

indal

インドなどの農村地域の開拓　P
プラテューシャ

rathyusha T
タンミネミ

hamminemi
スタートアップとの協業　K

クマル

umar R
ロニト

onit

インド経営大学院との共同研究　田
たのうら

浦 明
あかり

里

日印の人材交流業務　横
よこい

井 美
みのり

乃里

脱炭素社会実現に向けた調査　P
プラニート

raneeth M
マラム

aram
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デュアルカメラブレーキサポ－ト （DCBS）の机上評価技術の開発

先進運転支援装置、DCBSについて
自動車メーカー各社は、先進運転支援装置（Advanced 

Driver Assistance System、以下、ADAS）として、ドライ
バーの運転をサポートする様々な装置を搭載した車を販売
しています。スズキでは、今回紹介するDCBSを軽自動車
のワゴンRやスペーシア、小型車のソリオやクロスビーなど
に搭載しています。

DCBSは、人間の目と同じように2つのカメラが物体を
捉えることでその位置や距離を認識し、「ぶつからない」、

「前に飛び出さない」、「車線をはみ出さない」、「車間距
離を確保する」、「標識を見逃さない」といった運転時の
安全・安心をサポートします（図 1）。

DCBS机上評価装置の仕組み
これまでDCBSなどのADAS開発は、車両を使った評

価試験を何度も行っていましたが、評価条件の設定が難
しいことや試験の再現性が低いため、多くの時間や労力
をかけていました。こうした課題を解決するため、DCBSの
車両評価試験に替わる机上評価装置（HILS：Hardware 
In the Loop Simulator）の手法を開発しました。

装置では、前方画像生成装置で作った車両の前方画
像を、視差画像生成装置で左右のカメラで見た時の異な
る見え方を考慮した視差画像に変換します。この視差画
像を画像変換器で電気信号に変換し、カメラの画像認識
回路に直接入力して物体を認識させます（図２）。

この評価装置によって、条件設定が難しい試験でも再
現性が高く、異なる条件の試験を効率良くできるようになり
ました。

評価装置の開発とメリット
前節で説明した電気信号に変換した画

像をカメラの認識回路に直接入力して物
体を認識させる手法を「イメージインジェク
ション」と呼びますが、これには高度な高速
信号処理が要求されるため、設備メーカー
やカメラサプライヤの協力を得ながら開発
を進めました。

スズキは、この装置を利用できる評価シ
チュエーションを可能な限り増やすことに
取り組みました。その結果、右図のような
画像をカメラに認識させて、DCBSの衝突
被害軽減ブレーキ（AEB）や車線逸脱警報

（LDW）、すれ違い支援機能、標識認識
機能などの安全機能について机上試験が
できるようになりました（図 3～6）。

さらに、自動で試験ができる仕組みを作り
ました。夜間・休日を問わず無人でも試験を
実施できるため、効率的な動作確認試験を
行えるようになりました（図７）。加えて、机
上試験に置き換わることで、車両試験の準
備を含めた試験に要する時間も大幅に削
減でき、その時間を活用して車両試験をより
充実させることができるようになりました。

スズキは、電子制御装置の評価で長年にわたりシミュレーション技術を培ってきました。これを、カメラを用いた安全
技術の評価にも活かせないか。難しいかもしれないがやってみよう! 私たちの取り組みはそこから始まりました。
ドライバーの安全運転をサポートするため、多くのスズキ車にデュアルカメラブレーキサポート（以下、DCBS）を
搭載しています。従来は実際の車両を使わないとDCBSの機能の動作確認ができませんでしたが、机上評価装置を
用いたシミュレーション技術によって、車両を使わずに確認する方法を確立しましたので、ここに紹介します。

背景・狙い

▍デュアルカメラブレーキサポート（DCBS）

▍DCBS机上評価装置（HILS）の仕組み

▍机上評価装置の開発とメリット

技術課題
今回の机上評価装置を利用することで、多くの試験が

机上で可能になりましたが、車両を用いた試験もまだ多く
残っています。今後も装置の機能アップや試験精度の
向上に取り組んで机上試験がカバーできる範囲を広げ、
車両試験では難しいことを机上試験がサポートすること

で、お客様の安全・安心につながる技術の向上に取り組
んでいきたいと考えています。また、今回の評価対象は
運転支援装置でしたが、この開発で得た知見を活かし、
今後の自動運転技術の評価手法の開発につなげられる
ように取り組んでいきます。

デュアルカメラブレーキサポート
2つのカメラが歩行者やクルマを検知

▋著者紹介

浦部 洋
四輪パワートレインシステム開発部
専門職（係長）

（1989年 入社）

安齊 功平
四輪パワートレインシステム開発部
係長

（2004年 入社）

大石 岳史
四輪パワートレインシステム開発部
一般

（2019年 入社）

宮部 翔太郎
四輪パワートレインシステム設計部
一般

（2013年 入社）

川村 高輝
四輪車両運動設計部
一般

（2020年 入社）

川瀬 夏弘
四輪車両運動設計部
一般

（2020年 入社）

図1 デュアルカメラブレーキサポートと予防安全機能

誤発進抑制機能 車線逸脱警報機能 アダプティブ
クルーズコントロール

衝突被害軽減ブレーキ

標識認識機能
図７ 自動評価の動作確認業務

図2 DCBSカメラ評価装置構成図、画像入力例

※上記は機能の一部です。 車種によって設定が異なります。

視差画像（左）

前方画像

視差画像
生成装置

前方画像
生成装置

評価条件
設定装置

机上評価装置（HILS）

前方画像（右）

前方画像（左）

画像変換器
（左）

画像認識回路

DCBSカメラ基板

作動用信号、
電源供給

画像変換器
（右）

操作、計測用
PC

視差画像（右）

図３
前方の車両に追従する制御（アダプティブ
クルーズコントロール）の動作確認画面

図５
｢止まれ」の標識に対する
標識認識機能の動作確認画面

図４
狭い道路でのすれ違い支援機能の
動作確認画面

図６
進入禁止標識に対する
標識認識機能の動作確認画面
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ことができました。図４にインドネシア出身の研究室の卒業
生と国際学会で再開した時の写真を掲載します。

Q3
先生がセンター長をされている、NEDO
の技術戦略研究センター（TSC）の活動
について、ご紹介をお願いします。

NEDO は、日本のエネルギー・地球環境問題の解決、
および産業技術力の強化のために、技術開発をマネジ
メントする国立研究開発法人です。NEDOは、持続可能
な社会の実現のためには、サーキュラーエコノミー、バイオエ
コノミー、持続可能なエネルギーの３つを発展させていくこ
とが重要と考えて、2020年に、ESS（Essential Social 
Systems）マークをシンボルマークとしました。最近では、こ
の３つに加えて、デジタルトランスフォーメーション（DX）の
発展が重要と考え、図5のよ
うに改定しています。

TSCは、NEDOの事業を
効果的に行うために２０１４年
に設立されました。TSCは、
国内外のエネルギー分野や
産業技術の動向の調査と分
析を行い、国プロのための技
術戦略を策定しています。日
本は、どの技術分野に投資
して、どのような研究開発に取り組んでいくべきかという課
題に対して、TSCは、社会の変化を敏に捉え、将来像を描
き、実行性のある提言を行い、その成果をTSC Foresight
として公表しています。何を「やらまいか」をまとめて公表し
ていますので、ぜひ、NEDOのホームページ（HP）に加え
て、TSCのHPも見ていただきたいと思います。

Q4
スズキ財団は、日本の科学技術の発展の
ために何に着目して取り組んでいくべき
か、ご意見をいただけないでしょうか?

スズキ財団の今後の 取り組みとして、３つのことを提言し
たいと思います。一つ目は、SDGｓ、カーボンニュートラル、
少子高齢化問題などの社会問題を捉えて、その課題を科学
技術で解決することに 取り組んで欲しいと思います。二つ
目は、今まで以上に、これからの時代を担う若手の研究者へ
のサポートを充実することに 取り組んでください。質の高 取
り組みを見極めて、その研究に助成して行くのが良いと思い
ます。三つめは、学協会との連携を促進する 取り組みがで
きると良いと思います。例えば、会長を務めている公益社団
法人日本工学会は、日本の工学系の主な約100の学協会
で構成されている連合体です。日本学術会議とともに世界
工学団体連盟に加盟しています。しかし、当学会の活動資
金は潤沢ではありません。日本の工学の地位の向上のため
に、サポートしていだだける枠組みがあると嬉しく思います。

Q5
最後に若い研究者や技術者に対して
何かアドバイスや励ましのお言葉など
頂けないでしょうか?

ユネスコが、世界工学団体連盟の創立日の３月４日を
世界エンジニアリングデーとして制定するなど、世界的に
研究者や技術者への期待が高まっています。また、国際
エンジニアリング連合は、技術者教育（工学教育）と専
門職としての技術者資格認定の国際標準化を進めてい
ます。技術者は、今までの企業内の仕事に留まらず、世界
で働くようになると思います。そのためには、世界で通用す
る技術者としての資質能力（プロフェッショナルコンピテン
シー）を、国を超えて相互認証する枠組みが必要となって
きたために、国際標準化が進められています。

若い技術者は、このような世界の状況を知って、世界
で活躍できるように、専門職として自らの資質と能力を伸
ばすことを心がけて欲しいと思います。まずは、日本機械
学会、電気学会、化学工学会や自動車技術会などの学
協会に加入して、その活動に積極に参加して、自分を高
めて欲しいと思います。そして、技術士の資格などを取得
して、世界で活躍してください。また、企業においては、
40歳台以下の技術者の学協会への加入率が、低い状況
にありますので、中堅の皆さんも学協会に加入して、他社
の技術者と交流して、技術を深めてください。

続けたいと思いました。そして、現在では、IUTAMの役員
を務めております。

Q2 先生が行ってきた研究や活動について、
お聞かせいただけないでしょうか?

材料力学は、工学の主要な柱となる学問で、機械や構
造物の設計を最も合理的かつ経済的に行おうとする科学
の一つです。材料力学は、図３に示すように、基盤となる
学問であり、ここで得た学術的知見は、破壊事故をゼロに
する目標の達成に貢献するとともに、新しい現象や材料の
発案に繋がる知的な体系の創出にも寄与します。

私は、これらのことを念頭に置いて、金属からプラスチック
スに至る各種の材料や機械構造物を対象に、興味の向く
まま、様々なテーマで実験や解析などを行ってきました。そし
て、優秀な学生に恵まれたばかりか、海外からも多くの留学
生や研究者が研究室に来てくれて、楽しく研究活動を行う

Q1
先生は、東京工業大学で、材料力学、
破壊力学を研究されてきました。
先生が研究の道に入られたきっかけにつ
いてご紹介していただけないでしょうか?

私が研究の道に入ったきっかけは、卒業研究が楽し
かったからです。恩師の坂田勝先生と青木繁先生に、研
究はしっかり考えることが必要であるという、研究に取り
組む姿勢を学びました。さらに、S.P．ティモシェンコ著「材
料力学史」（図１）とY.C.ファン著「固体の力学／理論」
という本に出会ったことにより、材料力学の歴史と体系、
およびその奥深さと重要性を知り、材料力学を研究して
いきたいと思いました。

また、助手の頃に、国際理論応用力学連合（IUTAM）
のシンポジウムに参加しました。初めての国際会議であり、
ポーランドの地方の古城で、海外の研究者と生活を共に
して研究成果を発表しました。そこにおける深い議論の
中で、自信を得たことがきっかけとなって、研究を本格的に

岸
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本
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き

久
く

雄
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公益財団法人スズキ財団 理事
東京工業大学 名誉教授（工学博士）
公益財団法人日本工学会 会長
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 技術戦略研究センター長

東京工業大学 名誉教授で、当財団の理事の
岸本喜久雄 先生にお話しを伺いました （インタビュー ： 2023年1月）

国立研究開発法人
新エネルギー・
産業技術総合開発機構

（NEDO）のHP

NEDOの
技術戦略センター

（TSC）のHP

https://www.nedo.go.jp/ https://www.nedo.go.jp/activities/tsc_index.html

公益社団法人 日本工学会のHP
https://www.jfes.or.jp/

材料力学の基盤
固体力学、破壊力学、損傷力学、計算力学、

信頼性工学

情報科学

寿命・余寿命評価 ライフサイクル管理

マルチスケール解析 マルチフィジックス解析

安全・信頼性・
効率・機能の向上

岸本 喜久雄 先生インタビュー  

図１ S.P.ティモシェンコ著
 ｢材料力学史」

図２ 初めての国際シンポジウムで発表
 1981年3月

図3 日本機械学会「技術ロードマップから見る2030年社会」より
 日本機械学会 Vol.119,pp.296-299（2016）

社会の変化を敏に捉え、将来像を描き、
実行性のある提言を行う

NEDOが入っている川崎駅前 MUSA 図４ 教員として活躍するインドネシア出身の研究室の卒業生達との再会
 固体の破壊と強度に関する国際会議（FEOFS2018）　中央が岸本先生

図5 ESSマーク
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Q1 先生のご研究及び研究室のご紹介を
お願い致します。

自動車の自動運転に関する研究を行っています。我々の研究
室では、私が修士課程の学生だった1998年ごろから自動車の
自律的な走行を行うための認識・判断・制御にかかわる研究を
開始し、自動運転を実現するために必要となる技術を網羅的に
研究しております。また、2015 年からは国内の大学で初めて
となる一般道での自動運転の実証実験を開始しました。そして
現在では複数の自動運転車両を用いて、東京都、石川県、北海
道などの全国各地で自動運転自動車の公道走行試験やデータ
収集を行いながら、研究室に所属する教員、研究員、学生の皆
さんと一緒に、自動運転技術の開発を行っています。

Q3 今回の助成以外に先生が取り組まれている研究に
ついて、差し支えない範囲で教えて頂けませんか？

一般道で自動運転を行うためには様々な技術が必要となります。
一例として自己位置推定技術があります。

近年の自動運転システムでは、自動運転自動車では環境に依存せ
ず高精度な自己位置を推定することが必要とされ、走行する空間
の地図と車載センサによるセンシング結果を照合し、自己位置を求
める手法が多く用いられます。しかしこれまでの多の手法では積雪
環境下を想定しておらず、雪国で自動運転を行うための1つの障壁
となっておりました。この問題に対して、我々の研究グループでは
ミリ波レーダと呼ばれる電波を使用したセンサと地図を照合して高
精度な自己位置推定を行う技術を開発しており、冬季に積雪が多く
なる北海道での走行試験を通して技術の開発及び評価を行っており
ます。その他にも、自動運転に必要となる認知・判断・制御技術に関
して、実際の公道走行試験を通して様々な技術課題を解決すべく
研究を進めております。

Q4 最後に理工学系の学生へのメッセージを
お願い致します。

自動車の自動運転に関する研究を始めて早いもので
25年も経過してしまいました。研究というものは本当
に奥の深いものであって楽しいものだなと痛感しており
ます。

これまでの経験から、研究を進める上では正しい結果
を得ることよりも、なぜその結果が得られたのかを考察
することの方が大事な場合が多くあったと思います。ま
た時には良い結果が得らえない場合も多々あります。そ
のような時はなぜその結果になったのかを突き詰めるこ
とで当初の想定よりもさらに良い結果を導き出せる場合
もあります。今から思えばこのような物事の真理を解き
明かすことが研究の楽しみなのではないかと思います。

ぜひ学生の方々にも物事の真理を追求する能力を
養っていただき、研究の楽しみを知っていただければ
と思います。Q2

先生は、2020年度のスズキ財団の課題提案型研究
助成で「自動運転技術の物流拠点における適応を
目指した移動物体認識技術の開発」の研究をされ
ました。本研究の成果、及び本研究の今後の発展
性や抱負をお聞かせください。

市街地では、自動車や歩行者といった多数の移動物体が存在
しているため、自動運転自動車を安全に走行させるためには、
これらの物体の確実な認識が必要となります。またこれらの物体
の形状を正確に把握する必要もあります。近年の車載センサで
はこれらの移動物の3 次元的な形状を認識することが可能な
センサ（LiDARなど）も存在しておりますが、自車周辺に様々な
物体が存在していると死角が頻繁に発生し、移動物の形状を
正確にとらえることが困難となります。また物流拠点の近くで
は、トレーラトラックなどの旋回時に大きく形状が変化する物体
も存在しています。このため本研究では、移動物の形状を時系
列的にロバストに求める技術を開発しました。そして、実際の
公道でこのような移動物が存在する環境の中で自動運転を実施
し、開発した技術が有効に働くことを確認しました。今後はさら
に技術をブラッシュアップするとともに、市街地における自動運
転技術の更なる向上に向けて研究開発を継続する予定です。

自動運転技術の開発
認知・判断・制御の高度化をめざして

今回は、金沢大学 高度モビリティ研究所の菅沼直樹先生に、
自動運転に関する研究について、お伺いしました。

菅
す が

沼
ぬ ま

 直
な お

樹
き

金沢大学　高度モビリティ研究所　教授　博士（工学）

菅沼先生（左）と自動運転の実験車両

実際の道路

車両や周囲の環境の認識の状況

若い頃は、スポーツをしたり、音楽をしたりといろいろと趣味の時間を楽しん
でおりましたが、最近ではなかなか自分の時間を持てないこともあり、人に自慢
できそうな趣味もほとんどない状態となってしまっています。
ただもし唯一趣味的なものがあるとすれば、旅行やおいしいものを食べる

ことでしょうか。国内外を含め様々な地方に赴き、現地の素晴らしい景色や
おいしい料理を食べることはこの上ない喜びと感じています。また、私が普段
暮らしている金沢も様々な景色やおいしい料理などがたくさんあります。こう
した景色や料理を堪能している時は、普段の多忙な毎日から解放される瞬間
でもあり、思い返せば私自身のこの上ない楽しみの一つなのかもしれません。

国内外の「景色と料理」を堪能！
 —菅沼 教授の OFF—

（インタビュー ： 2022年12月）

雪道における自動運転の実験

ベルサイユ宮殿にて

流氷に乗る菅沼先生 旅先で味わうおいしい料理

金沢大学 角間キャンパス 自然科学研究科棟
兼六園

金沢駅前



総 資 産
設 立 年 月

97億8,908万円（2022年3月末）
1980年 3月

助成件数累計※

助成金額累計※
2,037件
25億7,767万円

※1980年度から2022年度の43年間の累計

公益財団法人 スズキ財団 事業報告

16 17やらまいか 18号 やらまいか 18号

鈴木俊宏 理事長 あいさつ 太田雄彦 関東経済産業局長
来賓ご祝辞

鎌田実 審査委員長 講評 清水浩 名誉教授 
やらまいか大賞・特別賞 謝辞

贈呈式会場の様子

科学技術研究助成（一般）代表の
静岡大学 大橋剛介先生（右）と理事長

科学技術研究助成(若手）代表の
秋田大学 安部勇輔先生（右）と理事長

課題提案型研究助成代表の
近畿大学 島崎敢先生（右）と理事長

贈呈を受けられた先生方とスズキ財団の役員

贈呈式の模様

スズキ財団2023年度の公募について
スズキ財団では、2023年度の公募を開始いたしました。
詳細はスズキ財団のホームページをご覧ください。

  ホームページ   https://www.suzukifound.jp/

トピックス

2022年度贈呈式
公益財団法人スズキ財団は2023年２月17日グランドホテル浜松にて、「第３回やらまいか大賞・特別賞、および2022

年度科学技術研究助成と課題提案型研究助成の贈呈式」を開催しました。
第３回やらまいか大賞は慶應義塾大学 清水浩名誉教授に、やらまいか特別賞は東京大学 深尾隆則教授に、スズキ

財団理事長より贈呈されました。また、贈呈者を代表して、清水浩名誉教授が謝辞を述べられました。
引き続いて、2022年度科学技術研究助成受賞者69名、課題提案型研究助成受賞者4名の贈呈式が行われました。

当日は、コロナの影響から、科学技術研究助成の若手助成者および課題提案型研究助成者は会場参加とし、科学技術
研究助成の一般助成者はオンライン参加となりました。科学技術研究助成の一般助成者を代表して静岡大学 大橋
剛介教授に、科学技術研究助成の若手助成者を代表して秋田大学 安部勇輔特任助教に、課題提案型研究助成者
を代表して近畿大学 島崎敢准教授に、スズキ財団理事長より贈呈書が授与されました。また、受賞者を代表して、大橋
剛介教授が謝辞を述べられました。

贈呈式には、やらまいか大賞とやらまいか特別賞の受賞者、
研究助成の受賞者に加えて、財団理事、監事、顧問、評議
員、審査委員、関係者など、グランドホテル浜松で約100名、
オンラインで約100名の計200名が参加しました。

第3回
やらまいか大賞・特別賞贈呈式
2023年2月17日、第3回やらまいか大賞・特別賞の贈呈式
がグランドホテル浜松で開催され、やらまいか大賞には慶應
義塾大学名誉教授の清水浩先生、やらまいか特別賞には
東京大学教授の深尾隆則先生が受賞されました。

やらまいか大賞 やらまいか大賞は、国民生活用機械等の生産・利用・消費に関する科学的
研究の発展に顕著な功績のある人に対して顕彰する

〈 受賞者 〉 慶應義塾大学　名誉教授　清
し み ず

水 浩
ひろし

 氏
〈 受賞名 〉  環境問題解決に向けた自動車の電動化技術への貢献
〈顕彰理由〉	 	清水浩氏は、電気自動車の環境問題解決の可能性に着目して、電気自動車が全く注目されて

いない時期から、何事もまずはやってみようという「やらまいか精神」で電気自動車をゼロから設
計しました。そして、新しい車体構造と要素技術を注ぎ込むことで電気自動車の研究をリードし、
この領域における技術の発展及び研究者と技術者の輩出に大きく貢献されました。

やらまいか特別賞 やらまいか特別賞は、過去に当財団が助成した科学的研究の中から顕著
な功績を上げた研究者に対して顕彰する

〈 受賞者 〉 東京大学　教授　深
ふ か お

尾 隆
た か の り

則 氏
〈 受賞名 〉  自動運転技術の開発と農業機械への応用
〈顕彰理由〉	 	深尾隆則氏は、スズキ財団が2012年度に研究助成した「交通事故回避・低減のための環境

認識と回避制御システムに関する研究」の成果を軽自動車の衝突回避技術に発展させまし
た。そして、この研究成果を基にして「やらまいか精神」を発揮して、農業用運搬トラックの無
人運転技術にも取り組み、自動運転技術を担う多くの人材の育成と輩出に貢献されました。

大賞受賞者には賞状及び金杯、副賞として1,000万円、特別賞受賞者には賞状及び金杯、副賞として300万円が贈呈されました。

左から、鈴木俊宏 理事長、清水浩 名誉教授、深尾隆則 教授、鈴木修 顧問
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2022年度 科学技術研究助成の実績
公益財団法人スズキ財団は２月１７日、全国の大学等研究機構から応募のあった助成申請に対して、2022年度の
科学技術研究助成として６９件、1億3,257万円の助成を決定しました。
科学技術研究助成は、一般（最大300万円）と若手（一律100万円）の2 つの枠に分けて募集し、それぞれ、次の
研究に助成することとなりました。

2022年度の科学技術研究助成の内訳
2022年度 助成の内容 件数 助成額

科学技術研究助成　一般 39件 1億257万円 ※ 一般は年齢を問いません。（35歳以下も応募可）

科学技術研究助成　若手 30件 3,000万円 ※若手は35歳以下に限ります。

合計 69件 1億3,257万円

▋科学技術研究助成（一般） ※助成時の所属と役職

No. 研究課題 所属 役職 氏名（50音順）

1 車両動特性急変時の人間オペレータと支援システムとの競合抑制のためのシェアードコントローラの開発 日本大学 准教授 安 藝	 雅 彦
2 6G向け超多接続無線環境下における通信路推定手法及び性能解析並びにAI基盤システムの研究開発 千葉大学 教授 安	 昌 俊
3 運転疲れを軽減する車内音環境の検討 広島市立大学 教授 石 光	 俊 介
4 4輪独立姿勢制御機構を備えた敷き藁散布ロボットの開発 九州産業大学 教授 牛 見	 宣 博
5 車載カメラ映像を対象とした事故危険予測のための注視領域の推定 静岡大学 教授 大 橋	 剛 介
6 機械学習によるバーチャルセンサを利用したプレス加工の異常検知の研究 国士舘大学 教授 大 橋	 隆 弘
7 機械学習を活用した自動車用鋼板における材料組織のトポロジー最適化 名古屋大学 講師 小川	登志男
8 熱処理産業の環境負荷軽減のための耐熱鋳鋼に関する研究 久留米工業

高等専門学校 教授 奥 山	 哲 也
9 低環境負荷かつ高効率な電気化学的水素製造システム 名古屋工業大学 教授 小 澤	 智 宏
10 多角分解赤外分光法によるフッ素摺動材料摩耗の分子機構解明 公立小松大学 准教授 粕 谷	 素 洋
11 成形パラメータによる自動車骨格の衝突変形制御技術の開発 東海大学 講師 窪 田	 紘 明
12 GAN	と異常検知手法を用いた市街地向け自動運転のための走行環境変化の認識 東京工業大学 助教 倉 元	 昭 季
13 アルカリ金属をドープした熱硬化性樹脂粒子の多方向賦活による比表面積増大と表面改質による電気二重層キャパシタの特性改善 大阪公立大学 教授 齊 藤	 丈 靖
14 運行設計条件を超える事象下でのシステム安全のための双対制御機構の開発 筑波大学 助教 齊 藤	 裕 一
15 重度障害者の自立移動を支援するロボットストレッチャーの移動機能向上 九州産業大学 教授 榊	 泰 輔
16 自動車軽量化のための改良型ドライレーザピーニング法の開発 大阪大学 教授 佐 野	 智 一
17 革新的な磁気粘性グリースダンパによるセミアクティブ制振 横浜国立大学 准教授 白 石	 俊 彦
18 斜め蒸着によるバックコンタクト型ペロブスカイト太陽電池の開発 金沢大学 教授 當 摩	 哲 也
19 マルチマテリアル化に貢献する軽量金属新生面の表面化学的研究 一関工業

高等専門学校 准教授 滝 渡	 幸 治
20 液体急冷を利用した高性能マンガンシリサイド熱電変換材料の創製 鳥取大学 教授 陳	 中 春
21 第３の界面相導入による固体電池用界面形成技術の開発 同志社大学 教授 土 井	 貴 之
22 マルチピペットアレイを利用したコンビナトリアル細胞・化学実験の確立 豊橋技術科学大学 教授 永 井	 萌 土
23 ソルベントフリー物質合成を実現する放射光その場観察 筑波大学 教授 西 堀	 英 治
24 ミニチュア試験片を用いた電子デバイスはんだ接合部の破損寿命予測法の開発 兵庫県立工業

技術センター 部長 野 崎	 峰 男
25 重合格子法を用いた全天球画像のCNN超解像再構成 九州大学 教授 原	 健 二
26 電動車いすの高齢ユーザに向けた触覚刺激による周辺状況の伝達 東京都立産業技術

高等専門学校 准教授 古 屋	 友 和
27 マルチスケール界面形態制御による高強度アルミニウム/炭素繊維強化樹脂接合体の創製 大阪大学 助教 松 田	 朋 己
28 プレス成形による波状層界面構造クラッド部材の創製 大阪大学 准教授 松 本	 良
29 純銅/アルミニウム合金異種金属積層材の軽量高導電性材料としての検討 金沢大学 准教授 宮 嶋	 陽 司
30 機械学習と計測技術の融合による知能化微細形状測定機の開発 北九州市立大学 准教授 村 上	 洋

31 非伝搬モードの表面プラズモン共鳴を用いた高精度屈折率センサー 三重大学 准教授 元垣内	敦司

32 水素内燃機関の異常燃焼解明 千葉大学 教授 森 吉	 泰 生

33 新波動ブラックホールの短波長の特徴を活かした高遮音構造の研究 群馬大学 教授 山 口	 誉 夫

34 有機電気化学トランジスタの自在応答制御と神経模倣応用 東北大学 助教 山 本	 俊 介

35 希土類酸化物準結晶の創製と機能創出 名古屋大学 准教授 柚 原	 淳 司

▋科学技術研究助成（若手） ※助成時の所属と役職

No. 研究課題 所属 役職 氏名（50音順）

1 リチウムイオン電池の全固体化におけるセル内部構造の設計とその性能評価 秋田大学 特任助教 安 部	 勇 輔
2 ダイヤモンドフレークの創成と放熱材料応用 九州大学 助教 稲 葉	 優 文
3 薄膜の電気熱量効果の評価システムの開発 産業技術総合

研究所 研究員 宇 佐 美	 潤
4 液化燃料の噴射口内部流動の可視化 東北大学 助教 大 島	 逸 平
5 モード曲線理論が繋ぐ大変形航空機の３次元静解析と１次元動解析 東北大学 助教 大 塚	 啓 介
6 バーハンドルに作用する力の解析と4脚歩行ロボットによる再現 奈良先端科学技術

大学院大学 助教 織 田	 泰 彰
7 超磁歪アクチュエータを用いた次世代型車両の車内音響制御システムの構築 東京工科大学 助手 加 藤	 太 朗
8 強化学習と切削シミュレーションを活用したエンドミル加工条件の自動決定 茨城大学 助教 金 子	 和 暉
9 混錬による樹脂中粒子の分散状態制御技術の確立と導電性ペーストへの応用 法政大学 助手 北 村	 研 太
10 複数周波数帯の超音波を用いた無芯注射による高分子薬剤の経皮投与 東京農工大学 准教授 倉 科	 佑 太
11 炭素繊維強化熱可塑性アクリル樹脂複合材料の強靭化 大阪産業技術

研究所 研究員 桑 城	 志 帆
12 革新的リハビリテーション実現に向けた運動錯覚制御法の開発 九州工業大学 助教 小 村	 啓
13 光スイッチ触媒を用いる産業向けポリ乳酸樹脂の効率的合成法の開発 茨城大学 助教 近 藤	 健
14 廃棄されるエンプラを出発原料とする多孔性錯体結晶の創製と応用 東邦大学 准教授 今 野	 大 輝
15 高出力性と巧緻性を併せ持つ知能化接触制御機構の開発 電気通信大学 助教 佐 藤	 隆 紀
16 立体的な幾何学的拘束を有する高出力ソフトアクチュエータの開発 岡山大学 助教 下 岡	 綜
17 立ち上がり支援に向けた被支援者の心理的自立の意思検出の挑戦 東京工業大学 助教 JIANG	MING
18 音を用いた流体内成分の分離技術の開発と分離速度向上に関する研究 東北大学 助教 庄 司	 衛 太
19 排熱設計に基づく高強度近赤外発光デバイス開発 大分工業

高等専門学校 助教 常 安	 翔 太
20 建築空間での特殊音響現象の学習におけるVR	の活用方法提案 福岡大学 助手 中	 貴 一
21 異なる樹脂を用いたテーラード部品の3Dプリンティング 旭川工業

高等専門学校 助教 中 川	 佑 貴
22 トンネルフリーザーによるヒトiPS細胞凍結プロセスの設計モデル構築 東京大学 助教 林	 勇 佑

23 CFRPから回収したリサイクル長炭素繊維の水質浄化材料への応用 香川大学 助教 平 野	 満 大

24 分数スロット永久磁石形モータの高トルク・低騒音ドライブの開発 東京工業大学 助教 藤 井	 勇 介

25 機械加工により生じる表面粗さが触り心地および指の振動に与える影響 日本文理大学 助教 穂 刈	 一 樹

26 ナノ多孔体・ナノ多結晶シリコンの熱電変換材料の構造最適化 東京農工大学 准教授 堀	 琢 磨

27 AlGaN/GaN	ヘテロ接合の2次元電子のドリフト速度-電界特性の解明 東京大学 助教 前 田	 拓 也

28 炭素繊維複合材料における繊維間狭小空間内での相分離構造と物性評価 神戸大学 講師 松 本	 拓 也

29 3Dプリント生物模倣高耐久超濡れ構造体の構築 産業技術総合
研究所 研究員 真 部	 研 吾

30 効率的な加工振動データ同化を実現する工作機械のモデルアーキテクチャー 京都大学 特定助教 大和	駿太郎

36 放電表面改質プロセスによるチタン表面への窒化アルミニウム皮膜の創製 大同大学 准教授 吉 田	 昌 史

37 レーザー誘起粒子衝撃試験による表面改質法の開発と軽量材料への展開 中央大学 教授 米 津	 明 生

38 Li-電子混合伝導体正極を用いた全固体Li-空気電池の電極設計 九州大学 准教授 渡 邉	 賢
39 単結晶ヘテロ凝固核を用いた金属3Dプリンティングの組織制御 名古屋工業大学 教授 渡 辺	 義 見

２０２２年度 科学技術研究助成 助成研究一覧



公益財団法人
スズキ財団

公益財団法人
スズキ教育文化財団

公益財団法人
鈴木道雄記念財団

機械工業の発展を願って
スズキ財団は、日本の社会の発展に貢献してきた機械工業の飛躍のため、科学技術に関する研究に従事する
全国の大学、大学院、高等専門学校及び、公的研究機関の研究者を支援しています。
 設　　立 スズキ株式会社創立60周年を記念して、1980年3月に設立されました。
 活動実績 これまでの43年間で、全国の研究者の皆様や海外からの研究留学者に累計2,037件、総額
 25億7,767万円の研究助成を実施しました。
 また、スズキ財団創立40周年を記念して創設した顕彰事業「やらまいか大賞」と「やらまいか

特別賞」は、2023年2月に第3回授賞式を行いました。
 総 資 産  97億8,908万円（2022年3月末）

青少年の健全育成を目指して
スズキ教育文化財団は、静岡県内の高校生や静岡県出身の大学生に対する返済不要の奨学金給付や特別
支援学校で学ぶ子どもたちが使用する物品の寄贈、外国人学校で学ぶ児童・生徒への支援を行っています。
 設　　立 スズキ株式会社創立80周年を記念して、2000年10月に設立されました。　
 活動実績 これまでの23年間で、577名に、総額4億4,182万円の奨学金を、特別支援学校に
 総額9,028万円の物品をお届けすることができました。
 総 資 産  41億5,484万円（2022年3月末）

社会福祉の向上・スポーツの普及振興に貢献します
鈴木道雄記念財団は、社会福祉法人への福祉車両等の寄贈、児童・青少年に対するスポーツの普及・
振興事業への助成を行っています。
 設　　立 スズキ株式会社の創業者鈴木道雄の遺徳を偲び、鈴木家が同社株式25万株を寄付して
 2018年1月に設立されました。
 活動実績 これまで、静岡県内の社会福祉法人28団体に福祉車両を寄贈したほか、スポーツ指導者の育成や
 児童・青少年がスポーツにかかわる機会の創出を行う団体に1,657万円の助成を行いました。
 総 資 産  11億6,782万円（2022年9月末）

静岡県西部にはこの地域の方言で、「とにかくやってみよう」「やろうじゃないか」という意味の
「やらまいか」という言葉があります。
これは、遠州人の「あれこれ考え悩むより、まず行動しよう」という進取の精神を表すものと言われ、
チャレンジ精神を大切にする風土を育んでいます。
これを合言葉に、自動車産業や楽器産業、オートバイ等々世界を代表する企業を輩出してきました。
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「スズキ株式会社  常務役員 後藤 賢一  ごあいさつ」
「新たな100年に向かって」 スズキの新技術への取り組み（その10）

〈TOPICS〉スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します

業務紹介 「SIC（スズキイノベーションセンター）のメンバーたち」
技術レポート 「デュアルカメラブレーキサポ－ト（DCBS）の机上評価技術の開発」

岸本 喜久雄 先生 インタビュー  「社会の変化を敏に捉え、将来像を描き、実行性のある提言を行う」
研究室訪問 「菅沼 直樹 金沢大学  高度モビリティ研究所  教授  博士（工学）」

［事業報告］ 2022年度贈呈式／スズキ財団2023年度の公募について
［事業報告］ 2022年度 科学技術研究助成の実績

スズキ財団ニュース


